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未来を脱んで今何ができるか

ＪＶＣ発足から１４年がたつ。今アジアを飛行機から見おろすと、過去から未来に向けて、国

境を越えて何が起きつつあるのかよくわかる、

舗装された道路は都市から農村へ、国境を越えて周辺部へと伸びてゆく。都市は広がり、豊

かだった自然の森は、油祁子やユーカリの商業用植林にとって変わり、巨大ダムが建設される。

環境破壊の問題だけではない。政治、経済、それに伴う宣伝と情報、価値観、教育など強い影

響力が、道路（あるいは空路）建設に象徴されるように中央から周辺へ（南から北へ）と一方

通行で進んでいる。直接の軍事力、人権侵害から経済開発に装いを変えたとしても、影響力の

方向性は変わらない。

何よりの問題は、地球人口の多数をしめる周辺地域で暮らす人々が、一方的に影響を受け

る側にまわりがちな点だ。また、「今」から未来に向けて、進行形で影響がおよぶことだ。人々
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日本国際ボランティアセンター（JapanlntemationaIVolunteerCenter）は、１９８０

月、タイのバンコクで誕生した市民による国際協力団体です。ＪＶＣの活動目的は、国際

の中で、社会的、精神的、物理的に、困難な立場を強いられているアジアやアフリカの人

協力すること、地球環境を守る新しい生き方と人間関係を作り出そうとすることにあり：

溌蕊

｜篭

協力すること、地球環境を守る新しい生き方と人間関係を作り出そうとすることにありますｏ

Ｊｖｃはボランティアという言葉を、「自発的意志を持ち、責任ある行動をとる」という積極

的な意味で使っています。

詞
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都市ｽﾗﾑ問題 溌蔦遜蕊蕊醤
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経済成長にばく進する都市には搾取され

やすい不公平な歪みが発生します。そし

てこの歪みを被るのは、めどがたたず農

業 を捨てた元農民、教育や職業訓練の機

会を持たない未熟練者、さらに内戦の被
害者である寡婦 や 孤 児 な ど 。 個 人 が自
立して行ける支援を行います。
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職業訓練
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f露凄錘溌錘貴露鐸獄蕊講舞負溌貧認識

市場経済は企業や限られた特定の人々に

より多くの富をもたらします。急速に 変

化している競争社会で個人の力をつける

ことが、より平等な機会をつくります。

戸胃フフフＩノフヶ

司唖

面司

F■蝿Ⅱ

教育 §蕊i蕊錘錘鑓娠癖麹
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厳し い環境での生活を強いられている

人々にとって、子供たちの教育は与えら

れた逆境を自力で克服しようとする第一

歩です。

吾奄

内 戦を逃れ出た人々、言論や信仰の自

由を奪われ祖国を去った人々が、再度 祖

国で生活を営むための支援活動を国際機

関と共同で担いま す 。

戸＝

帰還難民Ⅱ
琴

舞錘蕊識黛蕊愛蕊謹農鍾霞認

戦争や飢餓などの 個 人 で は 抵 抗 で きな

い環境に多くの人々が苦しめられている

とき、食糧や医療などの緊急救援が必要
です。
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１９９３年度
農民は立ち上がる

ＪＶＣタイでは、都市において地域開発（CommunityDevelopment）の活動、また農村において地域

材作り、農民の経済力向上と組織運営の促進を中心にう

－J『多1丁、 こ〉ノ ｰ
口

J1!:麓青蛙鰯

、、 凸 角 、

ﾝ県のセンターでは、センターの経済的自立を目指して、生態系農業による農林畜産業の生産性を向

上させるために、一層の努力をする。

都 市

現行の図書館活動や青少年活動に加え、初めての住民の共同購入店、相互扶助銀行をスラムの中につく

ろうとしている。

翌 』､〃Ｃ 年次幸fi告書
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自立のための資金貸付を行う。
るよう準備をしていく。９５年

１９９３年度
国作り。人作り

サンタピエッフ＄技術学校くプノンペン市＞

公共事業運輸省と共同で、大型自動車整備工場と整備士養成専門学校を運営。９３年度は特に、大
型車の整備修理の技術力の向上、教科書の整備や指導員、工場スタッフの資質の向上など、人材育成
を目標とした。200ページの溶接編と100ページの自動車整備編の教科書を新たに完成、他の訓練学校
でも利用されている。また、日本研修第1回目として、広島県で指導員１名が９カ月の技術研修を受
けた。人作りでは、７０人の生徒中３名の指導員候補が育ち、整備工員の中でも新しい職場を目指し
たり、独自で自立するグループも出てきた。

ミタピアッフミ技術学校くシアヌークビル＞

運輸省シアヌークビル市輸送局、ＩＬＯ（国際労働局）とＪＶＣが共同で94年１月に開校。第１期入
学生３０名が５カ月の溶接コースを受講中。カンボジアの海の表玄関であるこの地にできた初の職業
訓練校として、多くの期待の中でスタートした。

難民帰還

９３年５月実施された総選挙前後の難民の帰還と食糧配給に使う車両の整備点検・修理を実施。毎
月８０件以上の修理。緊急対応をこなした。ＵＮＨＣＲ（国連高等難民弁務官事務所）とＷＦＰ
(世界食糧計画）関係者の努力の結果、９４年１月無事故で終了する。

農村開発

カンダール県内２つの集合村で井戸掘り、共同体活動の支援、生活を改善するための普及員育成を実

可

』Ｖ⑤

施。井戸１７本、米銀行、郡子砂糖共同出荷組合、豚銀行や植林活動を支援。 普及員対象のトレー

奉
魂

3年４月所長と職員をフィリピンへの研修に派遣｡食費の継続援

蔦鷲雪曜警…け野菜搾りや霊…した，》：』／

醗繍騨毒議雲些鳶……

嬢磯識
安定と多様熟

蕊 幾

Ｉ

ミタピアッフミ技術学校くシア'ヌークビル＞
孤児を含む一般の学生や市輸送局職員を対象に、昨年度スタートした５カ月コースの溶接科に加え、
新たに２年コースの自動車整備科を９月から開始する。当地は港町のため小型汎用エンジンの特設コ
ースの需要も高く、今後の検討課題である。

農村開発

プロジェクトの要となる人材の資質を向上させるため、新旧の普及員合同での村の問題の捉え方や活

動の運営について等のトレーニングを実施し、そのフォローアップを行う。またＪＶＣと村との信頼関

係を密接にするため、村近辺に出張所を開設する。最も貧しい村人たちを対象にした収入向上活動の

可能性を探る。農業技術や農村開発について専門家スタッフによるトレーニングの実施や、農業環境

関連情報のセンターを設置するための準備も開始する。

第四社会福祉センター
カンボジアでの福祉事業のモデルケースとなるようセンターの運営を継続的に支援し、社会福祉従事
者育成への協力や健康・衛生面で入居者が主体的に改善できるようなプログラムを実施、また個人に
適した自立プログラムの準備を行う。昨年度開始した自立資金・技術獲得のための野菜づくりを向上
させるため、センター内にモデルファームをつくり、専門家スタッフが技術指導を実施する。同時に、
深刻化する都市問題については社会福祉省や関係機関、団体と協力し対応策を探っていく。

アドボカシー

日本政府の援助で既に入った農薬のフオローアッブや急激に進む森林破壊の状況、メコン河開発等の
問題を追いながらＮＧＯの役割や日本の市民のできることを探り、提言を行っていく。

年次幸展告書亨

h

の促進、

利⑪

とな

度計画の溶接科と電装科を加え、３教科の専門学校にするための
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カ ンボジア
人口990万人

面積18.1万平方キロ

言語クメール 語

宗教卜鹿部仏教90％、

イスラム教、

キリスト教、民間信仰
農業人口８５％

民族構成クメール人90％、

中国人、ベトナム人、
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邑劣

分校作

最終年

§

全域に活動対象を広げ

１９９３年度

士

ノ

市場経済の波

職業訓練／ 産業開発

ハイフォン市の職業訓練校では、バイク、洋裁、電気、コンピュータ部門で合計446名の卒業生を送り

出した。車。バイクの技術。運営に関する日本研修を行う一方、日本企業、労組、日本や香港の洋裁

専門家による講習会を実施した。新たに分校作業場２カ所を建設、卒業生による修理屋と仕立て屋も

開業した。９３年度中に、洋裁。電気部門については公営企業として自立し、ＪＶＣの支援としては

Ｊ,'ＣＵ園 年次幸艮告書

同０

を実施する。また、

善を行う。

村の貧困層を対象に農業の多様化のための各種銀行活動を継続し基本的な生活改

終了した。卒業生の過半数は定職につけていない状況や、手続き。交渉の難しさから、規模拡大や輸
入、独立採算への移行など､-困難な問題が多い。

口

郡に小

現教室を開催する。一方、

;員会や地区職員研修を徹

るようにする。

にベンチェ省で展開する。

住民参加型地域開発の南
稲
．
・
・
、
隙

（

る。山岳地域農業の改善を重視していく一方、現地スタッフの海外研修を実施し、地域の実情に根ざ

した参加型計画。評価手法の普及に力を入れる。カウンターパートの種苗センターでは養蜂などの新

しい事業も開始する。

ハイフォン市：農民リーダーの育成に重点を置き、農民自身により問題を解決する為のトレーニング

Ｊ
毎
＄
器

Ｒ
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Ｍ

＃
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６年目に入った「女性による農村開発。生活改善」活動に加えて、Ｆ村人による森林保全」活動が、ラ
オス政府から正式に７月より事業承認された。これにより、村での活動領域に一層の広がりと活性化
を見せた年である。

農村開発

本年特に力を入れたのは、中心となる人材育成と活動の支援体制作りであった。従来各種トレーニン
グはＪＶＣスタッフ中心で運営してきたのを、各中部４県に、参加型研修を開催できるトレーナーを
女性開発員を中心に５名ずつ養成した。支援体制に関しては、１０月から郡レベルに農村開発調整委
員会を設置し、３カ月に１回モニタリングを実施する事にした。同じ郡の村相互の情報交換や活動支
援も以前より円滑になるよう計らっている。

１９９３年度
村人自身の手で

ＪＶＣ 年次幸fi告書Ｔ４
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１９９３年度 Ｉ

援助から開発へ

総合復興援助プログラム

年度始めに、食糧配給や労働の代価としての食糧支給を行わないことを決定し、村人による農村開発の

モデル作り

壌、農業の

村レベルで

こな目標に ることで、政府からの合意を得た。５月には専門家を招いて±地利用、±

地域の可能性を検討した。一方、小麦の配給で依存的になった農民たちと

た結果、次第に農民は開発への理解と意欲を示してきた。このような状況

こ適した作物や技術を農民に

育て、地域の農民や、教会、

フ、パートナーを招き、意見

交流を行った。エチオピアからも南アフリカ、タイ、日本を訪問した。拳南ア
頭識燕蕊齢

詞
Ｌ

職羅騨ノロー

１９９４年度

h産

旨した。ＪＶＣは発電機の購入そ

いく。住民委員会側の事情によ

蕊謹蕊蕊議
麓

１．．－弧》・燕咽

麓
唾

新しい国作りの風 慰

自主管理を目標とする。今後、共有地へこのプログラムを展開するには、

課題である。

農業。畜産 改 善 プ ロ グ ラ ム

また破壊された環境を回復、

の耕作地の土壌保全とその

住民組織の自主的な形成が

農民を対象とし、地域内で自給可能で生産性の高い種の普及や、牧畜養鶏技術の向上、菜園活動の普

及を目指す。住民による種子や資金の管理運営を担う組織づくりが目標であるが､保守的な農業習慣

の中でどう住民が意識を高めていくかが課題である。

生活改善プログラム

家庭内で女性が担う仕事全般を改善し、また保健環境の改善を目指す｡男性上位社会の中で女性に直

接アプローチすることは容易ではないが、適正技術の紹介やトレーニングの受け皿となる女性グループ

の育成が目標である。

インフラ整備プログラム

清潔な飲料水を地域に供給し、またかんがい設備により穀物の生産性を向上することを目指す。目標

として各村２カ所の泉を保護し、また３地点のかんがい整備を行う。住民が維持管理を主体的に行え

るよう、技術トレーニングも同時に行っていく。

指導者養成プログラム

今後農村開発を担う人材にできるだけのトレーニングの機会と参考事例地の視察の機会を提供する。

人的交流や他の活動事例との情報交換を密にしていくことが課題である。

３ｓ 』､〃Ｃ 年次幸艮告害
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雷一

１９９３年度

平等への歩み

1994年４月の総選挙までは混沌とした社会情勢が続いた。治安状況が悪化し，プロジェクト地である

罵鮒:Iこ溌誓繍鴬蹴輔弾熟纂醗鷺
った｡また,ＪＶＣi§ﾀｲのｽﾀｯﾌ6名がｲｼﾅﾝバを訪問し,自然農業の方法を伝えた。

東ケープ州（旧トランスカイホームランド）で女性による協同組合活動を実践するイシナンバ地域開

発センターを引き続き支援する。また、スタッフ１名が同地域に移動し、農村の状況を調査しながら

協同組合活動の強化を図る。

子供と教育に対する支援

ソエトの孤児院やヨハネスブルグ周辺のスクオッターキャンプで住民自身が運営する学校を支援する。

南々ネット ワーク

アジァやその他のアフリカのＮＧＯとの経験交流を行う。

T Ｂ Ｊ,Ｃ 年次幸fi告書
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一ティングやプロジェクトの視察も継続する。

ｂ

リーブは育ちにくく、りんご、アーモンド、ぶどうの品種を増やし、オリーブの苗木の本数は少なくな

１９９３年度

希望の木オリーブ

植林による農民の経済的自立支援と環境保全

ヨルダン川西岸地区ナブルス郡アワルタ村における植林プロジェクトが２年目を迎えた９３年度は、政治

ヨル

うこ

に応

９４

ン村

設や

植林

る。昨年と同様、苗木の植え付けは１１月以降の雨期を待って集中的に行われ、それ以前には、簡易

農道建設、石垣づくり、農地の平均化、耕起作業など苗木植え付けの準備作業が農民の共同作業とし

て行われる予定である。また、農業分野以外のプロジェクトの可能性を探るため、現地ＮＧＯとのミ

建
人
オ

行
要
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１９９３年度

立 ち上 がる 女た ち

ラテンアメリカのなかでも特に抑圧されているグァテマラ。そこで立ち上がった最も弱い立場に立たさ

れている、一家の働き手となったつれあいをなくした女性たち。彼女たちとの出会いから私たちの支援

活動は始まった。また、このプロジェクトは日本ラテンアメリカ協力ネットワーク（RECOM）と共同
で行っている。

車両の供与

つれあいをなくした女性たちの会「コナビグア」はグァテマラでも最も搾取や抑圧を受けている地域を

中心に活動しているが、村々 を巡回する活動のための足を得ることは活動をより円滑にすすめるため

の必須条件であつ

れてしまった。保

保健衛生 指導

コナビグアは村々

国際的支援活

コナビグアは、軍

予告まで受

視の目であ

に意見広告

現在のグァ

内での支援

た。しかし９月に車両購入できたものの１ ０月に銃をもった男たちに囲まれ強奪さ

ﾉずに年度を越してしまっている。

導員への教材提供をおこなった。

唱えているが、 そのために軍部から暗殺

に弱い立場の人々の人権を守るのは海外からの監

テマラ関係他団体と共同でグァテマラの主要新聞

とで、民衆団体の支援と人権擁護を願っ心

は非常に重要な意味をもつ。そのためには日本国

る。国内活動として報告会に加え、グァテマラの

状況をわかりやすく説明した資料集を作成した。

１９９４年度

変 え て い く 女 た ち

村々の巡回生活改善指導の集会参加のための交通費及び食費の援助

現金収入の少ない農村女性である普及員たちにとって、交通費は重荷である。交通費がないために集

会に集まれない女性も多い。そのための費用、および指導に赴く指導員の交通費宿泊費を援助する。

村から避難してきた人々の一時的受け入れのための食費援助

首都にあるコナビグア事務所には軍部からの身の危険を感じて村から多くの女性たちが避難してくる。

そのような女性たちを収容する施設の増設に協力する。

村 々 を 巡回する指導員育成の支 援

コナビグアの指導員たちは山奥深い村々を回り普及活動をしているが、人材不足と過重労働で家族と

過ごす時間も得られないほどである。より多くの指導員養成が急務である。

秘密墓地 発 掘 及 び 埋 葬 へ の 資 金援助

７０年代後半～８０年代初期に軍部によって行われた虐殺の犠牲者は、いまだ原野や荒地などに埋め

られたまま放置されている。遺族はその所在を知っていながらも、身の危険の恐怖のためにそれを発

掘し正式に埋葬することができなかった。コナビグアは法医学者、人類学者の支援を得、マスコミも

呼んで公けに衆知のもとで発掘することにより安全を確保し、他の民衆団体と共同で秘密墓地発掘を

はじめた。発掘し埋葬しなおすことができた時、その事実は村人たちの恐怖を乗り越えた大きな自信

となって残る。この秘密墓地発掘のための資金援助を目的に日本国内で募金を募る。

国内での支援ネットワーク作り

人権（弁護士､人権ＮＧＯ）関係、女'性関係、ラテンアメリカ関係などの団体とネットワークを組み、

日本での国際的支援活動を広げる。

5口平日 ＪＷＥ房 年>欠報告書
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990万人

10.9万平方キロ

スペイン語

カトリック、プロテスタント、

マヤの伝統宗教

家族（夫、息子）を誘拐、

行方不明 、虐殺、過酷な労

1動条件などで奪われた女

性たちが、１９８８年９月

｢つれあいを失くした女性

たちの会＝コナビグア」を

創設。

１４，０００人を越す会員

を有し、経７斉的、社会的

＜ＫＥＹＶＶＯＲＤ＞

コナビグア

３０年以上にわたる内戦

と軍事政権による弾圧で、

１－〃ー一”ず、、

｢つれあいを

ｊ
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野



１９９３年度

待ち望んだ平和

１９８８年に始まった内戦と、それに続く１９９１年の前大統領シアド・バレ追

放戦は、激しい飢謹と村落や都市機能の完全な破壊をもたらした。「とうもろこし

のかご」と呼ばれていたソマリアの穀倉地帯でさえ、穀物は畑から、また穀物倉庫

から盗まれた。家屋は略奪されたり破壊され、家畜は殺されるか盗まれた。主要

都市で被害に遭わなかった建物はほとんどない。被害を被ったグループは、老人

層、女性そして子供たちに集中した。

ＪＶＣは９３年２月、ソマリアでの活動経験のあるスタッフが現地調査を実施し

た。この結果、緊急救援活動を開始したコンサーン（ＣＯＮＣＥＲＮ）を通じ、以下

のような援助を決定した。バイドア地区の５つの給食センターと３つの治療セン

ターを含む緊急救援プログラムへの資金協力と、日本人技術者の派遣を行った。

緊急救援を目的とした今回の援助は、１９９３年１２月には終了した。

１９９３年度

９３年度は国内にＪＶＣを判りやすく伝えること、環境や第三世界の問題に関わる

多くの人々やＮＧＯが知恵と力を寄せあえる場を作ることであった。現地に住み、ｉ

人々との協力関係を進めるＮＧＯだからこそ可能な日本社会への働きかけを、独自｜

で、またネットワークを通じて行った。

報告 会 、 イベント、機関誌、本の出版

年６０回以上の各種報告会、東京グリーンウォークやバザーなどのイベント開催、｜
年１０回の機関誌発行に加えて、スタッフ自身が本を書いた。『カンボジア最前｜一
線』熊岡路矢著：岩波新書、『ソマリアで何が』柴田久史箸：岩波ﾌ゙ ｯｸﾚｯﾄ

３つのフォーラムの発足

事実をしっかりと伝え、多くの日本人の理解と行動を促進するには、ＪＶＣ単独で

はなく複数の団体の方がより効果的になる。ＮＧＯや日本の地域グループ､学識経

験者など多くの人々が知恵と力を寄せ合えるフォーラム（市民広場）結成に向けて、

ＪＶＣも人材、資金などを投入した。

①カンボジア市民フォーラム：研究者、法律家、ＮＧＯ、市民グループ、在日カ
ンボジア人などが結集して、９３年９月に発足。農業、農薬援助、人権、教育、
医療、生活、女性などの分野で、カンボジア再建に協力し続ける。②アフリカシ
ンポジウムとアフリカ日本協議会：自立に立ち上がる人々こそが開発の主体であ

る。９３年１０月、アフリカ各地の主要ＮＧＯリーダーを招き、シンポジウムが

開催された。その後、アフリカに関わる人々と情報を結集し、アフリカの人々と

パートナーとしての協力関係を目指す協議会を発足した。③市民フォーラム２０

０１：環境と開発をテーマに、第三世界の人々、日本の地域、国際的なＮＧＯ

を相互に結び、自治体、企業、政府、国連などに対して、対話と提言を行う。

１９９４年度Ⅲ

昨年に引き続き、各種フォーラムに参加、協力して市民による国際会議、日本の

様々なセクターとの対話、提言活動を行う。また、ＪＶＣ自体の国内活動を充実

させ、広報、会員拡大、地方への呼びかけ、開発教育などをはかる。

ＪＶＣの支援者を広げるキャンペーン

Ｊｖｃが考える第三世界との関わりは、問題を共有しともに解決に向けて努力す

ソマリア

ることである。日本でより多くの市民がＪＶＣを通して、現場の人々と結び付い

てもらう事を呼び掛けるキャンペーンを今秋に企画。また、８月には「会員のつど

い」1Ｎ山形を開催する。知る。見る。聞くことから先の行動することを日本各地
の会員の方々と話し合う。

Z ４ Ｊ ｖ ｃ年次報告書



ＪＶＣ

神奈川

ＪＶＣ

１９９３年度

アジア・アフリカと地域をつなぐ活動

ＮＧＯセミナーや茶話会等に、在日外国人やＪＶＣスタッフを講師に招き、在日外
国人の置かれている状況や国際協力のあり方等について話を聞いた。また、他ＮＧ
Ｏなどとの共催で、「アースウォークかまくら」や「アフリカの集い」などのイベン
トを行い、地域の人々にＮＧＯの存在やアジア・アフリカの日常生活、海外協力活
動への関心を訴えた。

在日外国人支援活動

ラオス人グループが発行するニュースレター、子供たちのためのラオス語教室、伝統
舞踊の練習などに関る資金援助を行った。母国に学校建設を行っているカンボジア人

グループへの運営資金を援助した。９４年２月の毎火曜日、在日外国人女性のため
に、それぞれの専門家を講師に招き、社会福祉、医療、在留資格、日常生活について
の実践講座を開いた。９４年３月、「ソクサバイ（こんにちは）カンボジア|N

KANAGAWA神奈川」というシンポジウムを開き、カンボジアの実情を市民に知らせ

るとともに、カンボジアのＮＧＯの代表と在日カンボジア人が対話できる場を設けた。

在日カンボジア人たちは通訳や運営委員として準備段階から多数参加した。

１９９４年度

アジア・アフリカと地域をつなぐう舌動

昨年に引き続き、アジア・アフリカ支援バザーではベトナムの活動のための資金集め
をする。ベトナムへの理解を深めるために、インドシナ理解講座を開き、９月にスタ

ディーツアーを行う。今年も「アースウオークかまくら」に実行委員として参加し、
地域の人にＮＧＯ活動を知らせ、資金協力の依頼にも力を入れる。他団体や神奈川

県国際交流協会の催し物などにも積極的に参加し、ＪＶＣの活動を紹介していく。

在日外国人支援活動

定住難民や他の民族グループの自主活動を支援する。このために、資金援助のほか

に、グループ運営のしかた、資金獲得の方法、さらにメンタルヘルスなどの講座を

設ける。また、２月に行った実践講座を横浜以外の地域にも広げ定例化する。国際

結婚しているグループにも共催を呼び掛け、１０月と３月に開催する予定。前回実

施の在留資格講座については冊子をまとめる。現状では、行政の－部しか生活する
外国人への理解が低い。他の支援団体とともにシンポジウムなどを通して彼らの存

在と理解を訴えていく。スリランカやイランなど新たな難民と思われる人々への支
援も行っていく。

総 会 ・ 執 行 委 員 会

第１２回総会

６月１２日、労政会館に約７０名の参加者を迎え

て開催されました。社会的信頼性のある任意団体と

して、９３年度活動報告、９４年度活動計画、会

計報告を会員の皆様に評価していただくために、資

料が総会開催以前に全会員の方々に郵送されまし

た。議長からの言葉にもありましたが、ＪＶＣが今

後より幅広く活動を展開していくために、自己評価

や検証が今後さらに必要になっていくことをＪＶＣ

としても改めて認識させられた総会となりました。今

後も、皆様からのご意見をお待ちしております。

年>欠報告書

執行委員会

以下のような議題で四半期ごとの執行委員会が行わ

れました。

第４３回（９３年６月５日）

前年活動の報告。９３年度の組織体制および総会

での検討事項について（代表交代を含む）

第４４回（９３年９月４日）

新役員とスタッフ紹介。ＪＶＣ活動紹介とプロジ

ェクト毎の今後の課題検討。

第４５回（９３年１２月１１日）

ベトナム活動報告・カンボジア農薬援助について。

日本社会における他面的な他団体との連帯・関係づ

くりの可能性について。執行委員によるスタディ・

ツアーについて。

第４６回（９４年３月２４日）

１９９４年に向けた活動報告。南アフリカからの

プロジェクト報告。ＪＶＣ財政についての議論。

重ら



(支出の部）

1993年度収支計算 書

(自1993年４月１日至1994年３月31日）

（収入の部）

盃茜
一

年>欠報告書p虹司 Ｊ,〃Ｃ

科目・金額構成比

俸業費）

タイ（地域開発ほか）…………..…48,465,7849.2％

カオ鞭ジア(総合復興援助）…………138,274,06726.1％

ラオス（生活改善ほか）．….………23,167,9184.4％

ﾍ゙ ﾄ払（職業訓練及び総合復興）．99,997,230189％

エチオピア（総合復興）．.…………40,566,5667.7％

パレスチナ（環境保全）．…………．12,622,0292.4％

南アフリカ（地域開発）．.…………26,075,3484.9％

中南米支援(ゲｱﾃﾏﾗ､ﾎ゙ ﾘﾋ傘7)….……3,085,5870.6％

ソマリア（緊急救援）．…….………36,503,4496.9％

在日外国人…..…………….…………．2,720,9900.5％

広報部門.….…….………….…………25,498,7794.8％

小計456,977,74786.3％

(管理費）
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小計68,158,86112.9％

(資産繰入れ支出）

退職給与引当金繰入れ…...………3,827,0000.7％

減価償却費繰入れ………………..…690,6860.1％

小計4,517,6860 .9％

総合計529,654,294100.0％

当期収支差額-19,673,721‐3.7％

509,980,573509,980,573100.0％

‐科目金額構成比

(寄付金収入）
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目星1993年度 貸借 対照 表

(1994年３月31日）

国連機関

借方） (貸方）

開ｌ

１．１

詞

里里

決算分析

収入種別

３．０%)その他（0.6%）

決算分析

事業費の国別割合

会費収入 9％）

i鳥；
日本（6.鏡）‐生一一タイ（10.骸）

ＪＶＣ

－～

２７

目歳職編蕊 息縫
ソ

中南

南アフリカ

パレスチナ（

≦郵政省国際ﾎ､､ﾗﾝﾃｲｱ貯金 (２５．６％）

日
日
０
８
１
９
“

■
■
■
■
■
ｐ
一

蕊業指定個人募金（14.4%）

ｔ

年次幸侵告書

１

）

カンボジア（調.鍵）

雪
エチオピア（

露逢亨

鍵司 定団体寄付金 (２１．８％）一段寄付金。 暮金（3．

ベトナム（21.鍵 ） － ラ オ ス （ 5 . 1 ％

科 目金 額 備 考 科目蒔金額糾、備考

(負債の部）

未払金..………………．52,399

預り金.…………………1,553,491源泉等預り金

前受金…..…….………2,000,000団体寄付金前受

減価償却引当金.……2,336,828

退職給与引当金….…17,945,000

繰越金の部）

別途積立金………..…80,000,000

退職給与積立金….…14,000,000

減価償却積立金.……1,600,000

次期繰越金..…………196,412,152

（うち前期繰越金……216,085,873）

！（うち当期収支差額…-19,673,721）

(資産の部）

現金.….….……..…..……..…1,702,615

預金…...………..….…………111,256,744さくら銀行、都民銀行他

郵便振替…………….……．622,639

立替金……….…………2,103,974ｱﾌ゚ ﾘ力協議体他

短期貸付金.…………………300,000

未収金……………….…5,568,459外務省NGO補助金他

仮払金…..…..…..….…3,120,759出張仮払い他

タイ勘定.………….…………20,361,167現地事務所現預金

カンボジア勘定….…………16,570,354現地事務所現預金

ラオス勘定.………….………5,389,996現地事務所現預金

ベトナム勘定…………….…10,379‘195現地事務所現預金

エチオピア勘定….…………6,479‘830現地事務所現預駈

パレスチナ勘定.……………276,747現地事務所現預金

南アフリカ勘定…….………3,263,186現地事務所現預金

神奈川勘定…………………．2,099,334現地事務所現預金

建物………….…..…..….……15,459,871バンコク事務所

保証金…….………..…．12,345,000事務所保証金他

長期貸付金……..….………．3,000,000

退職給与引当資産….……．14,000,000都民銀行定期預金

減価償却引当資産.………．1,600,000都民銀行定期預金

別途積立引当資産….……．８０，０００，０００さくら銀行定期預金

合計315,899,870口 合計315,899,870



4％）

1 9 9 4年度収支予算書

(自1993年４月１日至1994年３月31日）

（収入の部）(支出の部）

難

『『画iｉ
Ｉ

堕

汽
；；

予算分析

収入種別

予算分析

事業費の国別割合

ニコ
■

(８．５%）

パレスチナ（4.1％

『 ，
． ‐‐‘,＃

'１’

南アフリカ

エチオピア

ジア（19.暁）

国連機関

禽侭

5坪３１

１１

■２羽

ベトナム（21.5%）

科 目 金額 構成比科目金額構成比

（寄付金収入〉

8.2％郵政省国際ボランティア貯金..….101,881,00020.3％

16.4％事業指定団体助成金・寄付金..…89,625,00017.9％

18.1％事業指定個人募金.…….……………53,369,90010.6％

7.1％一般寄付金・募金.………….………56,441,00011.2％

(補助金収入）

国連機関...…

日本政府……

（会費収入）．

（広報収入）．

侵取利息）．

1４３，

3０，

504,0

500,0

0０28.6％

0０6.1％

20,000,000４．０％

..…..………………4,000,000

..…...………….…．2,000,000

0.8％

0.4％

雛収入）….….……….……….………500.0000.1％

俸業費）

タイ（地域開発ほか）．……….……41,382,0008.2％

カオツア総合復興援助）…………82,481,00016.4％

ﾍ摩ﾄ払職業訓練及び総合復興）．90,686,00018.1％

ラオス（生活改善ほか）……..……35,600,0007.1％

エチオピア総合復興計画）….…46,337,0009.2％

南アフリカ（地域開発）．….………84,700,00016.9％

パレスチナ（環境保全）．.…...……17,254,0003.4％

グァテマラ〈コナビグア支援）…．2,930,0000.6％

在日外国人（支援）……..…..……．3,550,0000.7％

広報部門…………….…….…..………17,900,0003.6％

小計422.820,00084.3％

(管理費）
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小計74,000.00014.7％

(予備費）．…….….…….……….….…5,000,0001.0％

合計501,820,000100.0％ 合計501,820,000100.0％
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監査報告書

日本国際ボランティアセンター（ＪＶＣ）の１９９３年度の決算について、監

査の結果、事業は適正に実施され、また収支計算書及び貸借対照表は、一般に公

正妥当と認められる会計原則に基づいて作成されていることを認める。

１９９４年６月４日

監査委員

,褒誕､

(瀞
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鳶職隷

鍛蕊霞
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執行委員

秋山忠正：

足立房夫：

岩崎駿介：

｢協力隊を育てる会」常任理事
日産労連専務理事

筑波大学助教授、ＪＶＣ特別
顧問

明治学院大学教授

ＪＶＣ副代表

専修大学助教授
中米の人々と手を
つなぐ会事務局長

市民運動全国センター世話人

新潟大学教授

(財）中東経済研究所研究主幹
グループＫｌＫｌ

ＪＶＣスタッフ

東京

林達雄、熊岡路矢、谷山博史、谷山由子、岩崎美佐

子、山口誠史、柴田久史、船川秀夫、磯田厚子、富

安光子、渡辺勢津子、梶野倫子、荻野洋子、石丸敏

子、雲賀一仁、望月聡子、稲見圭、稲見由美子、長

野広美、北山恭子（ＲＥＣＯＭからの出向）

神 奈川

前川昌代

タイ

PompimolChaiboon,KomainSoongsuman，
ThongkhamSumruengram,KamollMingmuang，
PrasitInso,ChalaemKaewchoho,SomrakSurakhaai，

SranitThanon,WacharaMantasut,Prisana

Narinram,PrateepLonnarai,SompopRattanawalee，
SutthiNetprokhon,SurananUpakaewぅSakom
Songma,SomsakChantagup,亜erapong
Promporcheunbun，南亜紀子、杉山桂二

カン ボ ジ ア

清水俊弘、馬清、西愛子、Ardhendu＆公子

Chatterjee、石本由美、清水由美、塚本智、
ChumChannareth,ChanNarin，

ラオス

松本悟、赤阪むつみ、平田保、皆見陽子、

MaliphetSoukhascum,PhachanhSundara，
VanhxayViphongxayぅKulapPhouivunibone

ベトナム

常葉勝、中野周二、小西司、岡村達司、伊藤達男、

伊藤幸子、鈴木彰子、PhamCongPhin,NgoDuc
Vinh,MaiKhacThy）LeVietTilong,HoThiPhuong
Dai,ＬｅＶａｎＡｎ,DuongNgocPhuong，

エチオピア

高田昌幸、北詰秋乃、SolomonEshete・Berhanu

Alemu,DanielTilahune,TbedaleZenebe，

TbkleyohannesHaile,AliSiraj,MuluberhanAbate，
YOhanesGMedhn,WbldayAsfawぅGebreAmlak
Mengistu,YbrdanosHaileGiorgis,ThdesseAlemu

南 ア フ リ カ

高梨直樹、津山直子、AlamMandlaYbnde,Nomusa
MirriamMuf副ｍ月rIi

パレスチナ

吉田進

有給スタッフ：国内21名、海外71名
(うち派遣員26名)、ボランテイア約780名

役員

誠
矢
己

路
知

俣
岡
崎

勝
熊
狐

代表

事務局長

林達雄

谷山博史

辻元清美：

西川潤：

アイネス

バスカビル：

ピースボート主催者

早稲田大学教授

メサイアベネフィットコンサート

実行委員長

弁護士、自由人権協会理事
淑徳短期大学講師、

日本女性学会代表幹事

かながわ女性センター館長、

ＪＶＣ特別顧問

グローバル市民基金

｢地球の木」代表
日本キリスト教海外医療協力会

モラロジー研究所経理部長

弁護士

監査委員

鴬津邦男：
斉藤誠：

林陽子：

船橋邦子：

星野昌子：

横山純子：

若井晋：

ＪＶＣ

須田春海：

多賀秀俊：

立山良司：

田中優：

年次幸fi告書３０

１会員正会員：1830人（1994年６月30日現在）



支援団体一覧表

《民間団体・グループ》

ｱー ｽｳｵー ｸかまくら

愛のファミリー協会

明るい社会づくり運動、横浜市協議会

アドラ国際援助基金

Ｅコープ環境委員会

イオングループ環境財団

いずみの会

犬養道子「みどり一本」募金

犬養道子女史の難民支援を支える市民の会

浄土真宗本願寺派たすけあい募金

JOFlC（世界の子どもたちと手をつなぐ会

生活クラブ生活協同組合

聖ヨゼフ老人ホーム

全日本自治団体労働組合（自治労）国際局

創価学会青年平和会議

ダイヤトリコ

長谷寺仏教婦人会

調布ＷＡの会

ちようふ国際交流ｺﾝｻｰﾄ

㈱ﾃ゙ ｨｱﾚｲｸ

電力総連

東京グリーンウォーク実行委員会

東京都八南歯科医師会

特別養護老人ホームさくら苑

難民と地球の緑を考える会

新潟国際ﾎ゙ ﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀー (ＮＶＣ）

西宮甲子園ﾗｲｵﾝｽ゙ ｸﾗﾌ゙

日産労連リック事業部

日本ﾌ゚ ﾘﾝﾃｨﾝゲｱｶテﾐー

野沢北高校社会福祉ｻｰｸﾙ

花園学園

㈱花正

日田林工高校JRC部

ﾋｭーﾏﾝｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸ゙

ﾌｧｲﾊ゙ ﾘーｻｲｸﾙﾈｯﾄﾜーｸ

福岡地区労センター

《日本国内の公的機関》

日本政府（外務省）

郵政省国際ボランティア貯金

《国連機関》

ポﾗﾝﾃｨｱセンター大分

毎日新聞社会事業団

松山かすりウォーク実行委員会

みさと屋

三菱銀行

南気仙沼小学校JRC委員会

ﾒｻｲﾔべﾈﾌｨｯﾄｺﾝｻー ﾄ実行委員会

モービル石油㈱

ﾓﾗﾛジｰ国際救援運動推進委員会

横浜市国際交流基金

ラオス古ハガキ委員会

立正佼成会一食平和基金

りフイジー･ｲﾝﾀーﾅｼｮﾅﾙ･ジャパン

ﾜﾝダー ﾗﾝドマーケット

国際労働機構（ＩＬＯ）

国連キブリヤ事務所

国連ﾎ゙ ﾗﾝﾃｨｱ計画（ＵＮＶ）

世界食糧計画（ＷＦＰ）

国連難民高等弁務官事務所(UNHCR）

栄光学園愛の運動

太田慈光会

香川県国際交流協会

香川国際ﾎ゙ ﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀー

神奈川県渉外部国際課

神奈川ﾁｬﾘﾃｨー ｳｵー ｸ

神奈川県国際交流協会

からし種

川崎中ﾛー ﾀﾘー ｸﾗﾌ゙

環境事業団

ｶﾝﾎ゙ｼ傘ｱｽﾀテｨﾂｱー ｸ゙ ﾙー ﾌ゚

ｷﾘｽﾄ同信会

暁星中高シャリテ

グループ・カンガルー

グローバル市民基金「地球の木」

郡司音楽事務所

ＫＤＤＯＯ１ホ争ﾗﾝﾃｨｱー ｽ゙

広友会

国際農林業協力協会

国際開発救援財団

国際建設技術協会

国際ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝ基金

使用済みテレカ・ｶﾝﾎ゙ ｼ゙ ｱ基金

白ゆりグループ

真如苑

ＪＶＣ神奈川ｴﾁｵﾋ゚ ｱﾊ゙ ｻ゙ ｰ

ＪＶＣカレングー事務局

ＪＶＣ神奈lllﾍ゙ ﾄﾅﾑﾊ゙ ずー

ＪＶＣ山形

ＪＶＣ九州ﾈｯﾄﾜー ｸ

ＪＶＣ関西

ジャパンタイムズ

浄土宗東京教区青年会 (100,000円以上寄付していただいた団体を掲載しました｡）

､DＶＣ 年>欠報告書 ３可



事務所

本部

〒１１０東京都台東区東上野１－２０－６

丸幸ビル６階

tel：(81)3-3834-2388

ｆａｘ：(81)3-3835-0519

神奈川事務所

〒２３１横浜市中区山下町２

産業貿易センタービル９階

teI：(81)45-671-7082

ｆａｘ：(81)45-671-7049

タイ．バンコク事務所

４/９６SoiWong-sut

PhahoIyothinRdo,Bangkhen，

BangkoklO220,ＴＨＡｌＬＡＮＤ

ｔｅＩ＆fax:(66)2-552-8153

カンボジア・プノンペン事務所

House＃35,Streetl69

SangkatMeathapheap,Ｋｈａｎ７ＭＡＫＨＡＲＡ

ＰｈｎｏｍＰｅｎｈ,ＣＡＭＢＯＤＩＡ

ｔｅｌ＆fax:(855)23-27435

maii:Ｐ・ＯｏＢｏｘ５２６,PhomPenh,ＣＡＭＢＯＤＩＡ

ラオス・ビエンチャン事務所

＃342BanNazay，

MouangSaysettha

Vientiane,ＬＡＯＰＤｏＲ

ｔｅｌ＆fax:(856)21-4139421／217148
mail:Ｐ・ＯＢｏｘ２９４０,Vientiane,LAOＰＤＲ

ベトナム・ハノイ事務所

１６ＢＬｅＤｕａｎ，

Hanoi,ＶＩＥＴＮＡＭ

ｔｅＩ：(84)4265228

ｆａｘ：(84)4-256932

エチオピア・アジスアババ事務所

Ｐ･OBox6941

AddisAbaba,ＥＴＨＩＯＰＩＡ

ｔｅｌ：(251)1-514740

ｆａｘ：(251)1-515722

南アフリカ・ヨハネスブルグ事務所
１２FDevonshireHouse

４９ＪorissenStreet

BraamfOntein2001，ＳＯＵＴＨＡＦＲｉＣＡ

ｔｅｌ：(27)11-339-3523

fax：(27)11-339-3108

mail:P､OBox31618Braamfontein2017，

パレスチナ事務所

ｃ/oMahmoudKhirbatIi，

ＫＦＡＲ１ＡＱＡＢ',JerusaIemviaISRAEL

teI＆fax:972-2-852-767

東京事務所

、司雲富匿画ｅｓｉｇｎｅｄｂｙＩＶｎ巳ｇ口鍾画画ｅｓｉｇｎ雪

ＴＣｋｙｐＪＪａＰａｎ

＋巳イ画ロヨ.巳プロ己ロヨ三フ“

２



訂正とお詫び：１９９３年次報告鶴で、誤りが撮りました。以下の通り訂正

と注釈を加えて、お詫び申し上げます。

１８ﾍﾟｰゾｰ鰯還難民及び地域住民に対する職蕊訓練事業

９３年３月から９４年２月＝９４年３月から９５年２月

約５００名の内訳は、擬還難民約３００人、地域住民約２００人。

２０ヘ・一ｼ゙ イスラエル占領鑓（ガザ地区、ヨルダン川西岸地区、ゴラン蔦原）

＝（ガザ地区とヨルダン川西岸地露）

２１べｰｼﾞパレスチナ人人口はいずれも推定鐘です。

２３ﾍﾟｰｼｉ言語：スペイン語=スペイン語及びマヤ系言語

２５ﾍﾟｰｼﾞ義行委闘会第４５回：他面的→多面的

２７ヘョージ 貸方；アフリカ協議体他‐アフリカ日本協議会他

エチオピア勘定現地事務所現預駈＝現預金

２８ﾍﾞｰｼﾞ収入の部：事業指定個人募金53,369,900＝53,369,000

３０ﾍ゙ ーヅ

３１ヘ・一ｼ゙

ＪＶＣスタッフ：南亜紀子尋南亜希子

ボランティア約７８０名→釣１６０名

ＪＶＣ本部及び神奈川事務所の電話・FAX番号は国番号８１が含まれていま

す。．


